
臺
北
高
校
才
是

令
人
憧
憬
的
學
校

舊制高等學校，是為挖掘日本全國各

地適合接受大學教育的菁英，並培育出能

夠促進國家發展的人材所設立的學校，但

臺北高校卻意外地悖離當初的意圖而開花

結果。從這裡畢業的臺灣人，在脫離日本

統治之後，不僅成為支持戰後臺灣社會發

展的中樞，也對臺灣的民主化有所貢獻。

我從 1990 年左右開始對臺灣人進行

日治時期升學經驗的訪談，從中發現臺北

高校對於臺灣人來說，是一個很特別的學

校。比起一高 ( 第一高等學校，現為東京

大學教養學部）和三高 ( 第三高等學校，

現為京都大學的一部分），臺北高校更令

他們嚮往，而政府官方也默許臺北高校學

生放蕩不羈的行為。該校匯集了許多菁

英，當中也有很多臺灣學生。眼見畢業後

可以優先直升帝國大學的臺灣人，對該校

心生嚮往，也是理所當然的。

起初，我認為這是多數臺北高校校

友在戰後成為臺灣社會中心領導人物所導

致的結果。之所以如此推論，是因為我在

日本經常耳聞當時最好的學校是一高和三

高。換句話說，我非常冒昧地以為臺灣人

不太關心日本內地的高等學校，所以他們

才會夜郎自大地獨尊臺北高校。

但事實並非如此。值臺北高校創校百

年之際，藉此機會，我要談談自己尚未發

表的論文的結論。我的想法是，他們之所

以這樣，其原因來自臺北高校的入學考試

制度。臺灣人的最低錄取分數較高，這種

與內地人之間的不平等，令多數臺灣人意

識到自己的競爭對手是臺灣人，這樣的認

知在臺灣人之間蘊釀開來的同時，他們也

意識到內地高等學校相對比較容易考上。

只是，一高（第一高等學校）為什

麼不太受臺灣人的青睞？其實還有一個原
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因，那就是一高所設的特設高等科存有抄

近路的管道，這使得一高的形象受損。該

科是為中國留學生（含滿洲人）所設的，

但卻有臺灣學生利用漢民族身分、取得中

華民國國籍而混入其中，因為他們知道畢

業後跟一般高校畢業生一樣，可以優先進

入帝國大學就讀。我從幾位臺灣人口中得

知這種現象，他們在述說這種鑽漏洞的投

機行為時，即便已經過了 50 年，依然感

到不悅。

位於臺南的私立長榮中學，其百年史

的撰寫人 ‧ 張厚基先生是該校 1944 年

的畢業生，他將當時的學籍資料拿給我

看，並告訴我：臺北高校對長榮中學學生

而言，是一所連前五名的學生也不一定考

得上的超高門檻的學校。特設高等科的

話，雖然門檻也很高，但考上的學生在長

榮中學的排名是第 30 幾名。

日本國內的高等學校相對容易錄取，

但臺灣菁英卻未分散在那些學校，反而聚

集在臺北高校，這和他們對該校心生嚮往

的歷程有關，而非日本太遠的關係。之

後，隨著戰況的發展，赴日本求學更加困

難，這使得戰爭末期時這樣的趨勢越來越

顯著，而這個現象對戰後臺灣社會的發

展，也有極為重大的影響，此為本文所要

進一步提示的結論。

附記：關於臺灣人有不同的錄取標

準，我一直在收集相關規定及公文書，但

仍未尋獲。唯一的線索是來自臺北高校末

期擔任教授的高峯一愚的回憶。戰爭結束

後，他在處理該校公文時，得知臺北高校

也存在內地人和臺灣人之間錄取標準不同

的情形，他驚訝地說：沒想到臺北高校也

是如此。
立正大學心理學系 

所澤　潤 教授

立正大學心理系教授、群馬大學名譽教授。專長為教育史、教育方法學、口述歷史及紀錄史料學。著
有〈台北高等学校の戦後〉、《二つの時代を生きた台湾》、〈台北高等学校と台湾の民主化〉、《民
主化に挑んだ台湾》等論文，另有不少以臺灣人為訪談對象的口述歷史。

所 澤   潤

（林初梅  譯）
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旧制高校は、大学教育を受けられる
英才をひろく日本全土から発掘し、国家の
発展を支えられる人材に育て上げようとい
う意図をもって作られた学校である。その
意図が想定外の形で稔ったのが台北高校で
あった。卒業した台湾人の多くが、日本と
いう国と切り離された戦後台湾で、社会の
発展を中枢で支えるとともに、台湾の民主
化にも貢献することになったのである。

私は 1990 年頃から、日本時代の台湾
人の進学体験のインタビューを始めた。そ
れによって気づいたことの一つが、台北高
校が台湾人にとって特別の存在であり、一
高（第一高等学校、現東京大学教養学部）、
三高（第三高等学校、現京都大学の一部）
以上に憧れの学校であったということだっ
た。台北高校の蛮カラは官憲も黙認する。
天下の秀才の集まりで、台湾人生徒も多
い。帝国大学に優先的に進学できる。それ
を目の当たりにしている台湾人が憧れたの
も当然ではないか。

最初それを、多くの台湾人卒業生が、
戦後、台湾社会の中枢で活躍していたか

台
北
高
校
こ
そ
が

憧
れ
の
学
校
だ
っ
た

らではないかと考えた。というのは、日本
のトップ校は一高、三高だった、と日本で
常々聞かされてきたからである。つまり台
湾人は日本内地の高等学校にあまり目を向
けていなかった結果、夜郎自大的な感覚に
陥ったに違いない、と失礼なことを想像し
ていたのである。

ところが、そうではなかった。台北高
校創立百周年の機会に、私のまだ論文化し
ていない結論をここで書いておきたいと思
う。それは、その意識を生み出したのが、
台北高校の入試制度だったということであ
る。入試の最低合格点は台湾人の方が高
い、という実感が、入試は内地人と機会均
等ではなく、台湾人の競争相手は台湾人で
あるという意識を台湾人の間に醸成したの
である。それとともに内地の高等学校の方
が合格しやすい、という意識も広まった。

ただ、一高（第一高等学校）が、な
ぜ台湾人の意識にあまり上ってこなかった
のか、にはもう一つの理由があった。一高
に設けられた特設高等科に入学の抜け道が
あったことで、イメージダウンしていたの
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である。同科は中国人留学生（満洲出身者
を含む）を入学対象としたものであった。
ところが、その中に、漢民族ルーツを利用
して中華民国籍になるという裏技を使った
台湾人生徒が紛れ込んでいた。というの
は、卒業すると一般の高校卒業生と同等に
扱われて優先的に帝国大学に進学できると
いうメリットがあったからである。そのこ
とを私に話をしてくださった方々は、制度
の隘路を巧妙に突いた彼らのやり方に、50
年経っても一様に不快感を抱いていた。

台南にある私立長榮中学の百年史執筆
者の張厚基氏は、1944 年 3 月に同校を卒
業した方だが、私に当時の学籍資料を見せ
ながら、こんなことを教えてくださった。
一高は、長榮中学校の 5 番以内の成績上
位者でも入学できるか出来ないかの超難関
だったが、特設高等科の場合は、難関と
いっても同校からの合格者の順位は 30 番
台だったと。

台湾の英才達が入学の比較的容易な
日本各地の高等学校に散らばらず、台北高

校に集中するようになったのには、台北高
校への憧れが形成されたそのような経緯が
あったのである。日本本土が遠かったとい
うことではなかった。そして戦争で内地渡
航が困難になったため、終戦近くになると
その傾向に拍車がかかった。そのことが、
戦後の台湾社会を形成する上で著しく大き
な意味を持った、というのがもう一歩進ん
だ結論である。

付記）台湾人の合格者数は別枠になっ
ていた、ということを示す規定や行政文書
を、私は探し続けているが、見つからない。
私が得られたのは、台北高校の終焉の時期
に教授であった高峯一愚氏の回想だけであ
る。終戦後、同校の書類を処理していて、
台北高校でも内地人と台湾人の間で入試が
公平でなかったことを知り、台北高校でも
そうだったかと驚いた、と。

立正大学心理学部教授、群馬大学名誉教授。専門は教育史、教育方法学、オーラルヒストリー、記
録史料学。主要業績に「台北高等学校の戦後」『二つの時代を生きた台湾』（東京：三元社、2021年）、
「台北高等学校と台湾の民主化」『民主化に挑んだ台湾』（名古屋：風媒社、2021 年）など。台湾
人オーラルヒストリーも多数。

所 澤 　 潤

立正大学心理学部 
所澤　潤 教授
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